
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 1 日      － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －      第 670 号（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

 10 月 27 日に投開票された衆議

院選挙において、自公政権は大敗と

なりました。 

 日音協は政治団体ではありません

ので、コメントは差し控えますが、

各党の得票状況を掲載しておきま

す。 

 いずれにしても、政治・政局は私

たちの暮らしにかかわることであ

り、関心を持って関わっていきたい

と思います。 

 来年の７月には参議院選挙もあ

り、その後 10月に『第 56 回はた

らくものの音楽祭（長野音楽祭）』

を開催します。 

 取り組みを強めましょう。 

（佐藤） 

【党派別当選者】 
 

公示前   当選者 

・自民党    256 ⇒  191 

・公明党     32    ⇒    24 

・立憲民主党   98  ⇒  148 

・日本維新の会 43 ⇒    38 

・国民民主党    7     ⇒    28 

・れいわ新選組 3     ⇒   9 

・共産党   10  ⇒     8 

・参政党    1   ⇒     3 

・保守党      0   ⇒     3 

・社会民主党    1   ⇒     1 

  

・与党系無所属 7 ⇒     6 

・野党系無所属 7 ⇒     6 

 

■与党    295 ⇒  218 

□野党    170 ⇒  244 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸倉創造館（外観） 

最大 390 名収容の大ホール 

近くには温泉宿もあり、全国 

交流会も想定しています 

 10月 14日、日音協は第 13回幹事会を開催しました。 

 この間、月１回 ZOOMで開催してきましたが、総会前でも

あり、対面での開催としました。（会場は、日音協事務室） 

 会長あいさつ、経過報告、各支部の状況共有、のあと３点

について協議しました。 

（１） 第 55回はたらくものの音楽祭の総括 

（２） 第 56回はたらくものの音楽祭について 

（３） 日音協ソング 2024について 

 協議の結果、 

（1）については、施設・準備・出演団体、プログラムの流

れ、PA、照明、全国交流会、財政などについて意見が出され

ました。特にステージスタッフの皆さんからは事前に意見提

案などが出され、さらに検討していきます。 

（2）については、１年前の 10/17 に会場予約に行くと確認

しました。結果、上記の戸倉創造館（長野県千曲市戸倉

2305-1）が取れましたので、今後具体的に進めていきま

す。11/3 には長野において（仮称？）「長野の夢を語る会」

が開催され、音楽祭テーマなどが話し合われるとか!?  

（3）については、応募曲は 15 曲に変更。選考委員長は松

本、事務局長は細川、で分担。11/23～24、東京都内にお

いて、選考委員会を開催することとしました。 

（佐藤） 

 

 

今後の予定 
■11月 16日（土） 

岩手県支部コンサート（大野キャンパス） 

■11月 23（土）～24日（火） 

 日音協ソング選考委員会（東京都内） 

■11月 30日（土） 

 東京都支部コンサート（滝野川会館） 

 

 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 670 号（2） 

歩
道
」。 

大
沢
さ
ん
が
い
な
く
て
寂
し
い
。 

 【
Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

＆ 

Ｔ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
】 

あ
れ
が
で
き
た
ら
、
こ
れ
が
で
き

た
ら
と
ハ
ー
ド
ル
を
あ
げ
た
ら
、
僕

は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
ち
ゃ
う

よ
と
「
ハ
ー
ド
ル
」。「
ぼ
く
と
オ
キ

ナ
ワ
」
は
辺
野
古
の
座
り
込
み
と
ち

ゅ
ら
海
水
族
館
と
を
対
比
さ
せ
る
。 

【
林
音
協
】 

新
し
い
労
働
組
合
歌
を
め
ざ
し

た
「
我
ら
全
国
林
野
関
連
労
働
組

合
」
と
、
労
働
者
の
団
結
を
足
下
か

ら
「
だ
か
ら
み
ん
な
と 

も
っ
と
み

ん
な
と
」
。
木
曜
日
に
全
国
か
ら
集

ま
っ
て
合
宿
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

【
日
音
協
青
森
県
支
部
】 

夜
空
に
広
が
る
満
点
の
星
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
な
「
星
の
パ
レ
ー

ド
」
。
静
か
で
あ
り
な
が
ら
印
象
的

な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
ギ
タ
ー
の
調
べ
。

甲
屋
文
史
さ
ん
一
人
の
演
奏
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
ま
る
で
ギ
タ
ー

デ
ュ
オ
を
聴
い
て
い
る
よ
う
。 

【
唯
一
無
二
ゅ 

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ロ
ー

カ
ル
線
】 

長
岡
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
と
し

て
初
登
場
の
唯
一
無
二
ゅ
が
那
覇

で
は
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
。
塚
本
茂
子

さ
ん
の
独
特
の
世
界
を
「
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
」
で
味
わ
い
ま
し
た
。 

【
ブ
ー
ビ
ー
バ
ン
ド
】 

い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
。
強
制
で
は
な
い
と
言
い
な
が

ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
た
び
に

嫌
な
思
い
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
。
松
本

は
儲
け
話
は
一
人
で
こ
っ
そ
り
と

や
り
ま
す
。
松
本
を
語
る
儲
け
話
は

サ
ギ
の
証
拠
。 

【
う
い
み
ん
】 

落
ち
着
い
た
女
声
コ
ー
ラ
ス
で

「
さ
と
う
き
び
畑
」
。
あ
の
日
海
の

向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き
た
戦
（
い
く

さ
）
で
失
っ
た
父
の
顔
も
知
ら
な

い
。
う
い
み
ん
の
み
な
さ
ん
の
表
情

も
と
っ
て
も
い
い
感
じ
。 

【
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
】 

構
成
詩
「
さ
れ
ど
灯
し
火
は
消
え

ず
」
。
警
察
の
厳
し
い
弾
圧
に
耐
え 

  
て
た
た
か
い
続
け
る
若
者
た
ち
の

苦
悩
。
そ
し
て
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０

２
３
推
薦
曲
「
さ
れ
ど
灯
し
火
は
消

え
ず
」
ポ
エ
ト
リ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

と
歌
で
。 

【
Ｋ
ａ
ｋ
ｏ
♡
Ｍ
ｉ
ｋ
ａ
】 

２
人
の
個
性
が
光
る
舞
台
衣
装

に
ま
ず
目
を
奪
わ
れ
た
が
、
演
奏
か

ら
伝
わ
る
大
き
な
愛
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、
会
場
全
体
を
明
る
く
包
み
込

む
よ
う
に
広
が
っ
て
い
く
感
じ
が

し
た
。 

【
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
】 

守
ろ
う
黄
金
色
の
こ
の
大
地
豊

か
な
明
日
を
築
く
た
め
に
、
と
「
黄

金
色
の
風
」
。
食
料
の
生
産
者
が
安

心
し
て
生
産
で
き
な
い
と
社
会
が

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
、
黄
金
色
の
風
を

吹
か
せ
よ
う
。 

【
ロ
ー
カ
ル
線
】 

そ
こ
に
は
大
き
な
川
が
流
れ
て

い
て
堤
防
の
歩
道
、
海
ま
で
続
く
。

朝
目
覚
め
て
、
カ
ー
テ
ン
開
け
て
、

あ
な
た
と
あ
な
た
の
親
と
僕
と
こ

の
町
で
始
め
る
日
常
、「
新
し
い
散 

            

唯一無二ゅ with ローカル線 

    ブービーバンド 

ういみん 

Periodista 

Kako ♡ Mika 

パールライス 

Rico ＆ Tatsu 林音協 青森県支部（甲屋文史） 

会場で聴いていた人しか通じないかもしれませんが、簡単な感想の

コメントを掲載します。ご容赦願います。       （松本敏之） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 670 号（3） 

（
２
面
か
ら
つ
づ
く
） 

 
 

【
日
音
協
香
川
県
支
部
】 

俺
の
こ
と
は
俺
が
決
め
る
、
み
ん

な
の
こ
と
は
み
ん
な
が
決
め
る
、
怒

り
燃
や
す
か
う
な
づ
く
か
、
と
「
自

分
の
こ
と
」
。
高
田
さ
ん
が
元
気
な

姿
で
ベ
ー
ス
を
弾
い
て
い
る
の
が

う
れ
し
い
。 

【
日
音
協
岩
手
県
支
部
】 

岩
手
で
は
佐
伯
義
人
さ
ん
の
「
大

き
な
橋
」
が
地
域
の
み
な
さ
ん
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
も

し
も
一
つ
だ
け
願
い
か
な
う
な
ら

ば
戦
争
捨
て
て
こ
の
世
に
愛
と
平

和
を
、
と
「
ね
が
い
」。 

【
日
音
協
福
島
県
支
部
】 

愛
さ
れ
る
愛
す
る
こ
と
何
度
も

疑
い
生
き
て
き
た
だ
け
ど
、
「
で
も

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」
。
自
分
の
め
ざ

し
て
る
そ
の
も
の
に
価
値
は
あ
る
、

と
「
ヨ
ロ
コ
ビ
の
唄
」
。
福
島
県
支

部
の
今
ま
で
に
な
い
一
面
。 

【
日
音
協
茨
城
県
支
部
】 

南
の
海
か
ら
ゆ
っ
く
り
目
を
転

ず
る
と
さ
と
う
き
び
畑
が
広
が
っ

て
い
て
、
土
埃
の
道
を
歩
い
て
行
く

と
や
が
て
、
あ
の
日
に
多
く
の
人
々

が
逃
げ
込
ん
だ
、
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
に

た
ど
り
着
き
ま
す
、「
南
の
海
」。 

【
日
音
協
長
野
県
支
部
】 

鹿
児
島
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
。

そ
の
中
で
婚
約
者
に
宛
て
た
１
通

の
お
手
紙
が
特
に
心
に
残
り
ま
し

た
。
あ
な
た
だ
け
ど
う
ぞ
逃
げ
て
奇

跡
の
命
会
い
に
き
て
、
と
「
心
文
〜

知
覧
の
空
〜
」。 

【
日
音
協
新
潟
県
支
部
】 

第
54
回
音
楽
祭
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
を
大
き
く
つ
く
り
変
え
、
暗
く
辛

い
時
代
引
き
ず
り
基
地
と
と
も
に

暮
ら
す
あ
な
た
の
怒
り
苦
し
み
、
と

「
届
け 

私
た
ち
の
思
い 

歌
に
の

せ
て 

〜
再
び
戦
場
に
せ
ぬ
よ
う
に

〜
」
。
そ
し
て
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０

２
３
推
薦
曲
「
長
崎
平
和
祈
念
像
の

歌
」
。 

【
日
音
協
東
北
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
】 

祖
国
復
帰
闘
争
の
時
代
の
う
た

「
芭
蕉
布
」
。
片
手
に
ス
マ
ホ
を
、

み
ん
な
の
笑
顔
を
、
パ
レ
ー
ド
写
し

て
、
い
い
ね
つ
け
て
ね
、
と
「
街
に

出
て
歌
お
う
」
。
遠
く
人
数
は
寂
し

い
け
れ
ど
追
い
か
け
が
楽
し
い
。 

       

     香川県支部 

    岩手県支部 

    福島県支部 

    茨城県支部 

     長野県支部 

    新潟県支部 

   東北北ブロック合同 

支部感想集とは別に書いていただ

いた個人向けのアンケートで、「印象

に残った曲は？」との設問に多くあ

げられた曲を順に記します。 
 

＜４票＞ 

・星のパレード（日音協青森県支部） 
 

＜３票＞ 

・メソポタミア 

（唯一無二ゅ with ローカル線） 

・心文〜知覧の空〜 

（日音協長野県支部） 

・マイナンバーグッバイ 

（日音協九州支部） 

・コロナワクチン被害者 

（日音協九州支部） 
 

＜２票＞ 

・童神（オープニング） 

・島人ぬ宝（オープニング） 

・さとうきび畑（ういみん） 

・届け、私たちの思い、歌にのせて

（日音協新潟県支部） 

・座りこめここへ 

（山城博治さんと歌う） 

同じく「印象に残った演奏団体

は？」との設問に多くあげられた

団体を順に記します。 

 

＜５票＞ 

・山城博治さんと歌う 

＜４票＞ 

・ブービーバンド 

＜３票＞ 

・前花雄介 

・メーデー合唱団 

・日音協東北北ブロック合同 

＜２票＞ 

・日音協新潟県支部 

・日音協沖縄県支部（沖音協）
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【全 15曲の応募となりました】 
 

・心文～知覧の空～ 詩・曲＝塚本茂子 

・半径三メートル  詩・曲＝塚本茂子 

・JICA勇気の道     詩・曲＝吉本健二 

・No No War       詩・曲＝桑野功 

・ゆるされぬこと 詩＝佐藤幸子＆佐々木かな子 

         曲＝日音協東北北ブロック 

合宿実行委員会 

・街に出て歌おう 詩＝下総大＆佐藤康弘 

         曲＝東北北ブロック合宿実行 

委員会 

・何もできない毎日が 詩＝佐藤康弘  

曲＝後藤雅裕 

・僕らの暮らしは辛抱だらけ 詩・曲＝後藤雅裕 

・夕暮れ西の空  詩・曲＝山本英二 

・青年よ 灯をともせ 詩・曲＝髙林克比古 

・大好き 沖縄  詩＝下総大 曲＝後藤雅裕 

・かえりみちー陽が生まれてー 詩・曲＝大門悟 

・歌って下さい  詩＝杉崎哲夫 曲＝瓦井孔二 

・基地はいらない 詩・曲＝瓦井孔二 

・これ以上 海を 詩＝福島の人々の思いから 

         曲＝坂口美日 

【
コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た
】
コ
ロ
ニ

ー
新
潟
で
県
職
員
生
活
を
始
め
た

髙
林
克
比
古
さ
ん
が
山
本
さ
ん
と

ふ
た
り
で
「
Ｗ
ｉ
ｓ
ｈ
」
。
そ
し
て

青
年
部
の
応
援
歌
、
会
場
と
一
緒

に
「
青
年
よ
、
灯
を
と
も
せ
」
と

コ
ー
ル
ア
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
。 

【
よ
し
も
と
け
ん
じ
】
命
は
ひ
と

つ
人
生
は
１
回
、
青
く
な
っ
て
尻

込
み
な
さ
い
、
と
加
川
良
さ
ん
の

「
教
訓
Ⅰ
」
。
そ
し
て
よ
し
も
と
け

ん
じ
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
勇
気
の
道
」
を
ギ
タ
ー
弾

き
語
り
で
味
わ
い
深
く
力
強
く
。 

【
日
音
協
東
京
都
支
部
】
う
た
は

ど
こ
で
覚
え
た
、
半
分
眠
り
な
が

ら
覚
え
た
、
涙
流
し
て
覚
え
た
、

そ
し
て
た
た
か
い
を
知
っ
て
覚
え

た
と
、
佐
藤
信
、
林
光
の
名
曲

「
う
た
」
、
迫
力
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の

19
人
の
大
合
唱
が
心
に
響
き
ま
し

た
。 

【
日
音
協
九
州
支
部
】
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
る
死
亡
や
体
調
不
良
が

強
く
疑
わ
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
に
放
置
さ
れ
て
い
る
「
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
」。
そ
し
て
プ 

       

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
に
抗
議
す
る

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
グ
ッ
バ
イ
」。 

【
日
本
私
鉄
労
働
組
合
総
連
合

会
】
沖
縄
県
私
鉄
の
仲
間
11
人
を

含
め
て
20
人
の
大
合
唱
。
輸
送
の

使
命
に
結
ば
れ
た
ひ
と
び
と
、
と

「
私
鉄
の
仲
間
た
ち
」
。
こ
れ
と
並

ぶ
私
鉄
総
連
の
愛
唱
歌
「
こ
の
き

ず
な
さ
ら
に
強
く
」
を
力
強
く
。 

【
自
治
労
音
楽
協
議
会
】
金
曜
日

に
全
国
か
ら
集
ま
り
、
時
間
の
制

約
の
中
で
練
習
。
定
年
の
先
輩

に
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
今
ま
で

あ
り
が
と
う
、
と
「
あ
り
が
と
う

の
花
束
」
。
故
郷
の
山
は
変
わ
り
果

て
な
ん
、
と
「
ニ
ラ
イ
の
海
」。 

【
合
唱
団
ミ
ー
ル
】
瓦
井
さ
ん
の

作
に
な
る
「
戦
争
は
ダ
メ
だ
」
。
歌

っ
て
下
さ
い
心
の
叫
び
を
今
が
大

事
な
時
だ
か
ら
、
と
杉
崎
さ
ん
の

詩
で
「
歌
っ
て
下
さ
い
」
。
そ
し
て

「
オ
ス
プ
レ
イ
は
出
て
い
け
！
」

と
練
習
を
積
ん
だ
確
か
な
う
た
ご

え
で
。 

【
日
音
協
秋
田
県
支
部
】
日
音
協

ソ
ン
グ
２
０
２
３
推
薦
曲
、
後
藤

さ
ん
の
「
戦
争
の
誘
惑
に
乗
っ
て

は 

       

は
い
け
な
い
」
。
そ
し
て
、
電
気
代

値
上
げ
に
怒
っ
て
る
、
怒
り
集
め

て
政
治
を
変
え
よ
う
、
と
「
僕
ら

の
暮
ら
し
は
辛
抱
だ
ら
け
」。 

【
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
】
遠
い
北
海

道
か
ら
11
人
が
参
加
。
い
つ
の
日

か
働
く
も
の
が
幸
せ
に
な
れ
る
と

き
の
た
め
に
、
笠
木
さ
ん
の
「
私

は
う
た
う
」
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
ガ

ザ
に
平
和
を
と
、
ロ
ッ
ク
サ
ウ
ン

ど 

  

ド
「
Ｎ
ｏ  

Ｎ
ｏ  

Ｗ
ａ
ｒ
」。 

 

【
日
音
協
沖
縄
県
支
部
（
沖
音

協
）
】
沖
縄
の
慰
霊
の
日
で
あ
る
６

月
23
日
に
多
く
歌
わ
れ
る
海
勢
頭

さ
ん
の
「
月
桃
」
。
そ
し
て
、
出
会

え
た
奇
跡
を
信
じ
よ
う
、
と
日
音

協
ソ
ン
グ
２
０
１
１
で
入
選
に
選

ば
れ
た
宮
城
さ
ん
の
「
う
た
を
歌

お
う
」。 

 

       

九州支部 

                私鉄総連 

    合唱団ミール 

秋田県支部 

東京都支部 

よしもと けんじ 

コロニーにいがた 

何回もステージに立った

グループ等は割愛させて

いただきました。 

（３面からつづく） 2面・３面と行の編集が違います 
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沖
縄
県
実
行
委
員
会
で
総
括
さ
れ

た
も
の
（
抜
粋
）
で
す
。
12
月
７

日
の
全
国
総
会
に
向
け
て
総
括
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

■ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏 

県
実
行
委
員
会
が
担
う
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
は
、
テ
ー
マ
を
表
す
歌
と
し
て
、

『
童
神
（
わ
ら
び
が
み
）』
は
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
我
が
子
を
優
し

く
見
守
る
歌
、
『
島
人
ぬ
宝
』
は
大

切
な
も
の
を
守
り
抜
く
心
を
歌
う
歌

の
２
曲
を
選
曲
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

の
目
標
を
２０
人
以
内
に
設
定
し
、
県

実
行
委
員
会
終
了
後
に
２
回
の
練
習

と
当
日
な
は
ー
と
大
ス
タ
ジ
オ
で
の

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
明

る
く
楽
し
く
歌
う
こ
と
を
心
が
け
、
本

番
で
は
、
サ
ン
レ
レ
ラ
ラ
バ
イ
の
メ
ン

バ
ー
も
加
わ
り
、
人
そ
れ
ぞ
れ
が
大
切

に
し
て
い
る
も
の
を
尊
重
し
あ
う
社

会
を
目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
気
持
ち

を
あ
わ
せ
て
明
る
く
歌
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

歌
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
沖
縄
ら

し
さ
を
表
現
し
、
曲
の
間
に
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
歌
詞
に

深
み
が
出
て
、
さ
ら
に
、
沖
縄
独
特
の

踊
り
と
指
笛
、
フ
ェ
ー
シ
（
お
囃
子
）

も
あ
り
、
開
催
県
と
し
て
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
は
、
ふ
さ
わ

し
い
心
に
残
る
演
出
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
い
っ
ぺ
ー
に
ふ
ぇ
ー

で―

び
る
。 

■ 

県
内
か
ら
の
参
加
団
体
（
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
３
団
体
、
一
般
２
団
体
、
及

び
ゲ
ス
ト
１
団
体
） 

実
行
委
員
会
へ
の
参
加
も
含
め
各

音
楽
団
体
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
は
、
サ
ン
レ
レ
ラ
ラ
バ
イ

さ
ん
、
な
お
マ
リ
ア
さ
ん
、
山
城
博
治

さ
ん
と
辺
野
古
の
仲
間
た
ち
、
一
般
参

加
は
、
日
音
協
沖
縄
県
支
部
、
よ
し
も

と
け
ん
じ
さ
ん
、
ゲ
ス
ト
は
、
前
花
雄

介
さ
ん
で
し
た
。
音
楽
祭
の
多
様
な
発

表
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
印
刷
が
音
楽
祭
の
３
日
前
に
届
き

ま
し
た
の
で
、
広
告
掲
載
を
し
た
団
体

及
び
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
団
体

に
事
前
配
布
を
来
な
い
、
最
後
の
呼
び

か
け
に
活
用
し
ま
し
た
。 

■ 

全
国
交
流
会 

全
国
交
流
会
は
、
な
は
ー
と
か
ら
歩

い
て
い
け
る
距
離
に
あ
り
、
参
加
者
は

１
０
０
人
前
後
と
見
込
み
、
参
加
人
数

が
増
え
て
も
対
応
が
出
来
る
、
沖
縄
県

青
年
会
館
で
行
い
ま
し
た
。
料
理
が
あ

っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
た
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
域
か
ら

の
お
土
産
も
あ
り
、
臨
機
応
変
の
対
応

で
急
場
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

お
酒
と
お
つ
ま
み
の
差
し
入
れ
も
あ

り
ま
し
た
。
沖
縄
の
文
化
を
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
那
覇
市
職
労
組
合
員
か

ら
琉
舞
（
琉
球
舞
踊
）「
か
ぎ
や
で
風
」

と
民
謡
グ
ル
ー
プ
の
出
演
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
と
て
も
良
か
っ
た
と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。 

■
（
各
自
の
感
想
お
よ
び
意
見
） 

【
高
里
鈴
代
実
行
委
員
長
】
マ
ス
コ
ミ 

対
策
や
労
組
へ
の
あ
い
さ
つ
回
り
を

行
っ
た
。
博
治
さ
ん
の
歌
が
日
音
協
の

歌
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
辺
野
古

の
仲
間
と
調
整
し
み
ん
な
で
歌
を
歌

い
役
目
が
出
来
た
。
５５
年
の
歴
史
を

感
じ
た
。
鼓
舞
す
る
歌
、
各
地
域
の
歌

が
あ
り
、
新
し
い
歌
も
あ
っ
た
。 

【
Ａ
さ
ん
】
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
る
思

い
を
感
じ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
私
た
ち

は
サ
ー
ク
ル
な
の
で
出
来
栄
え
は
心

配
だ
っ
た
が
、
み
ん
な
暖
か
く
見
て
下

さ
り
、
楽
し
く
演
奏
で
き
た
。 

【
Ｂ
さ
ん
】
貴
重
な
機
会
で
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
歌
で
一
つ
に
な
る
。
み
ん

な
で
歌
う
の
も
素
敵
で
す
。 

【
Ｃ
さ
ん
】
沖
縄
の
美
し
い
自
然
と
文

化
に
包
ま
れ
た
会
場
で
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
間
近
で
感
じ
な
が
ら
、
司
会
と

し
て
皆
様
と
過
ご
し
た
時
間
は
大
変

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
会
場
全
体
が

一
体
と
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
む
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
私
自
身
も
音
楽
の
力

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 

【
Ｄ
さ
ん
】
実
行
委
員
の
皆
様
、 

参
加
者
、
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ 

の
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ 

と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

【
Ｅ
さ
ん
】
貴
重
な
体
験
を
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ 

ニ
ン
グ
の
指
笛
も
楽
し
く
で
き
た
。 

表
現
活
動
は
幅
広
い
と
感
じ
た
。 

も
っ
と
頑
張
り
た
い
。 

【
Ｆ
さ
ん
】
台
風
に
ヤ
キ
モ
キ
し 

ま
し
た
が
、
無
事
全
国
の
皆
さ
ん 

が
沖
縄
入
り
が
で
き
、
受
け
入
れ 

  

る
沖
縄
ス
タ
ッ
フ
も
一
安
心
し
て
音

楽
祭
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
チ
ム
グ
グ
ル
（
優
し
い
心
）

を
世
界
に
広
め
ま
し
ょ
う
。
音
楽
は
世

界
を
変
え
れ
る
と
信
じ
て
。 

【
舞
台
監
督
の
坂
口
】
沖
縄
県
実
行
委

員
会
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
そ

し
て
、
歌
と
共
に
闘
い
進
ん
で
き
た
沖

縄
だ
か
ら
こ
そ
の
、
心
に
残
る
感
動
的

な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
担
当
を

快
く
引
き
受
け
て
頂
き
、
円
滑
に
進
め

て
頂
い
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
舞
台
監
督
と
い
う
こ
と
で

忙
し
ぶ
り
で
、
常
に
ワ
サ
ワ
サ
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
沖
縄
県
実
行
委
員
会
の

み
な
さ
ま
の
お
お
ら
か
さ
と
笑
顔
に

も
、
た
く
さ
ん
助
け
て
頂
い
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
実
行
委
員
会

控
え
室
の
雰
囲
気
が
と
て
も
楽
し
げ

で
、
私
も
つ
い
仲
間
入
り
し
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

（
さ
っ
そ
く
次
の
活
動
へ 

 

「
ま
さ
し
」
も
歌
う
） 
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▼
10
月
27
日
に
投
開
票
の
あ
っ
た
衆

院
選
は
与
党
の
ボ
ロ
負
け
に
終
わ
っ

た
。「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
か
ら
す
れ
ば

も
っ
と
野
党
の
増
加
が
欲
し
か
っ
た
▼

以
前
か
ら
「
高
齢
者
は
投
票
に
行
く
が

若
者
は
行
か
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
高
齢
者
に
有
利
な
政

策
が
優
先
さ
せ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
シ

ル
バ
ー
民
主
主
義
」
と
呼
ば
れ
高
齢
者

優
遇
の
政
治
に
よ
り
必
要
な
改
革
が
阻

止
さ
れ
る
現
象
と
見
ら
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等
で
財

政
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
若
者
の
将

来
不
安
を
助
長
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
▼
今
回
の
選
挙
は
高
い
社
会
保

険
料
に
苦
し
む
現
役
世
代
を
救
う
と
強

調
し
た
論
調
が
現
れ
た
。
若
者
が
注
目

す
る
で
あ
ろ
う
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

「
子
育
て
支
援
」「
経
済
・
景
気
対
策
」

と
並
べ
て
選
挙
に
参
加
さ
せ
た
▼
若
者

は
破
綻
し
て
い
る
社
会
制
度
が
続
く
と

い
つ
か
共
倒
れ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
に
思
っ
て
い
る
。「
最
近
の
若
者
は

冷
た
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
当
に
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
将
来
を
担

う
若
者
の
先
行
き
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
は
、
雇
用
を
安
定
し
た
も
の
に
充

実
さ
せ
今
後
の
社
会
保
障
制
度
を
明
確

に
示
す
必
要
が
あ
る
▼
安
い
労
働
力
を

追
い
求
め
る
経
営
者
の
意
見
を
優
先
す

る
こ
と
な
く
、
若
者
の
将
来
を
魅
力
あ 

る
も
の
に
す
る
努 

力
、
こ
れ
が
政
治 

の
責
任
で
あ
る
こ 

と
を
政
治
家
は
自 

覚
す
べ
き
だ
と
思 

う
の
だ
が
。 

                                                                                    

 

   

 

     

 

    

   

                          

（184） 

飯島貞親 

▼日音協関東ブロック合宿が 10

月 26～27日開催されました。（報

告は 12 月号で）▼12 月 7 日に

全国総会を開催します。今月号に

活動方針（案）を掲載する予定で

したが、まだ煮詰めるところがあ

り、これも掲載は 12 月号となり

ます。▼郵便料金が値上がりとな

り、今後『音楽運動』の通信費財

政がひっ迫していくかもしれませ

ん。郵送の読者の方は、メール配

信への切り替えの検討をよろしく

お願い致します。     （佐藤） 

▼５面、平良さんからメールあり。

「なおマリアさんが、月一の定期

ライブを行っているので、出演依

頼があり。はじめて、一人芝居に

挑戦しました。所要時間は６分で

す。来年の長野音楽祭で披露しよ

うかな？」とのこと。活動は始ま

っています。       （佐藤） 

▼選考委員会が終わる 11 月 24

日から歌集を配布開始する予定の

12 月 7 日の総会まで２週間もな

いことに気がつきました。選考の

準備作業を急ぎます。   （細川） 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

９
／
27
（
５
２
１
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
佐
藤
茂
伸
さ
ん
、
鈴

木
さ
ん
、
坂
口
さ
ん
、
守
屋
さ
ん
、 

か
お
る
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、
松
浦

さ
ん
、
達
哉
、
森 

 
 

計
９
名 

 

雨
は
や
ん
で
い
る
予
報
だ
っ
た

の
に
、
国
会
前
は
降
っ
て
い
た
。

自
民
党
総
裁
選
の
話
題
ば
か
り
で

被
災
地
も
人
々
の
生
活
も
蚊
帳
の

外
の
涙
雨
？ 

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
持
っ
て
行

っ
た
が
、
と
り
出
す
気
に
は
な
れ

な
い
。
守
屋
さ
ん
も
ギ
タ
ー
は
ビ

ニ
ー
ル
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
だ
。
今

日
は
み
ん
な
で
ア
カ
ペ
ラ
。
原
子

力
規
制
庁
に
行
く
途
中
だ
と
い
う

佐
藤
茂
伸
さ
ん
が
立
ち
寄
り
、
歌

に
加
わ
っ
た
。 

『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
に
続

い
て
『
水
に
流
す
な
』
。
毎
月
24
日

に
行
っ
て
い
た
汚
染
水
放
出
へ
の

抗
議
行
動
は
、
期
間
を
一
年
と
区

切
っ
て
い
た
た
め
、
先
月
で
終
わ

っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
怒
り
が

お
さ
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
声

を
あ
げ
続
け
よ
う
。『
子
ど
も
ら
の

明
日
の
た
め
に
』『
あ
な
た
に
届
け

と
』
と
歌
い
進
む
。
元
歌
が
讃
美

歌
だ
け
に
、
ア
カ
ペ
ラ
だ
と
ゴ
ス

ペ
ル
歌
っ
て
い
る
み
た
い
。
で
も

歌
詞
は
「
原
発
ヤ
メ
ロ
と
歌
う
」

な
ど
、
穏
や
か
で
は
い
ら
れ
な
い

も
の
。
次
は
元
気
よ
く
『
メ
ッ
セ

ー
ジ
』
！
伴
奏
楽
器
が
な
く
て
も

み
ん
な
で
歌
う
と
力
強
い
。
そ
し

て
秋
に
は
必
ず
う
た
い
た
く
な
る 

『
双
葉
の
秋
』。「
あ
の
事
故
が
な

か
っ
た
ら…

」
と
繰
り
返
す
歌
詞

が
切
な
く
な
る
。 

歩
道
の
端
を
行
く
女
性
が
ス
マ

ホ
を
向
け
な
が
ら
歩
み
を
ゆ
る
め

て
い
た
。
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

た
な
ら
う
れ
し
い
。 

「
自
民
党
批
判
の
歌
を
う
た
い

た
い
」
と
、
坂
口
さ
ん
が
『
か
あ

さ
ん
の
歌
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
。

金
曜
行
動
が
始
ま
っ
た
初
期
の
こ

ろ
の
歌
。「
母
さ
ん
は
今
宵
も
ま
た 

国
会
前
で
歌
う…

」
と
始
ま
り
、

「
自
民
の
皆
さ
ん 

あ
な
た
た
ち

に
も
母
さ
ん
は
い
る
で
し
ょ
う 

こ
ん
な
に
ひ
ど
い
日
本
に
し
た
ら

母
さ
ん
は
叱
る
は
ず 

原
発
止
め

て
議
員
も
辞
め
て 

一
か
ら
出
直

し
な
さ
い
」
と
結
ぶ
。
な
ん
と
も
、

10
年
以
上
前
の
歌
な
の
に
、
現
在

も
ま
ん
ま
歌
え
る
の
が
悲
し
い
や

ら
悔
し
い
や
ら
。 

沖
縄
を
歌
う
。
『
ふ
る
さ
と
沖

縄
』『
ジ
ュ
ゴ
ン
の
す
む
海
』。
音 

楽
祭
に
先
駆
け
て
安
和
の
行
動
に

参
加
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、

台
風
で
海
が
荒
れ
、
工
事
は
休
止

中
。
行
動
も
な
か
っ
た
。
海
が
工

事
を
止
め
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
。 

『
明
日
を
殺
す
な
』『
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
私
た
ち
が
決
め
る
』『
そ

ん
な
世
界
が
一
番
』『
フ
ク
シ
マ
を

く
り
か
え
す
な
』。
歌
詞
は
覚
え
て

い
る
は
ず
な
の
だ
が
、
楽
器
を
抱

え
て
い
な
い
と
時
々
飛
ぶ
。
指
が

記
憶
中
枢
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
な
。
雨
は
や
ま
な
い
。
最
後
は

『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
で
う
た

行
動
を
終
わ
り
に
し
た
。 

片
づ
け
て
い
る
と
若
い
警
察
官

が
寄
っ
て
き
た
。「
僕
、
あ
な
た
た

ち
を
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
何
回
も

見
た
こ
と
あ
る
。
歌
、
良
い
で
す

よ
ね
」
と
、
に
こ
や
か
。
松
浦
さ

ん
が
、
茱
萸
坂
が
わ
か
ら
な
く
て

迷
っ
て
い
た
時
に
道
を
教
え
て
く

れ
た
警
察
官
だ
と
い
う
。「
こ
ん
ど

お
休
み
の
日
に
一
緒
に
歌
い
ま
し

ょ
う
よ
。
毎
週
金
曜
日
に
居
ま
す

か
ら
。」
と
誘
う
と
、「
い
い
で
す

ね
」
と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
た
。 

う
た
い
続
け
て
い
れ
ば
、
誰
か

の
気
持
ち
に
は
引
っ
か
か
っ
て
い

け
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
で
き

ご
と
だ
っ
た
。 

 


